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１
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稲
わ
ら
に
残
存
し
た
養
分

の
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給

２
．
有
用
土
壌
微
生
物
の
増
加

３
．
圃
場
の
保
水
力
向
上

→

異
常
気
象
へ
の
抵
抗
性

が
大
き
く
な
り
収
量
・
品

質
が
安
定
し
ま
す
。

４
．
可
給
態
リ
ン
酸
の
増
加

→

有
機
物
と
一
緒
に
施
用

す
る
と
リ
ン
酸
固
定
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

稲
わ
ら
の
鋤
き
込
み
を
継
続

す
る
こ
と
で
地
力
が
向
上
し

増
収
が
見
込
め
ま
す
（
図
1
）
。

き
込
み
の
ポ
イ
ン
ト

稲
わ
ら
を
鋤
き
込
む
際
、
腐

熟
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

未
熟
な
ま
ま
田
植
え
を
迎
え

る
と
ワ
キ
の
原
因
や
浮
き
わ
ら

と
な
り
、
稲
の
生
育
や
農
作
業

に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
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稲
わ
ら
鋤
き
込
み
で
土
づ
く
り

地
力
向
上
、
収
量
ア
ッ
プ
！
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【

作
業
手
順

】

①
地
温
が
高
い
秋
の
う
ち
に
、

作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
ょ

う
。

②
稲
わ
ら
は
で
き
る
だ
け
細
か

く
裁
断
し
、
圃
場
に
均
一
に

撒
き
ま
し
ょ
う
。
稲
わ
ら
が

山
盛
り
に
な
っ
て
い
る
と
腐

熟
に
ム
ラ
が
生
じ
ま
す
。

③
雨
降
り
後
や
朝
露
等
、
水
分

が
あ
る
時
に
、
稲
わ
ら
に
石

灰
窒
素
又
は
わ
ら
分
解
資
材

を
ま
ぶ
し
ま
し
ょ
う
。(

裏
面

参
照)

稲
わ
ら
を
そ
の
ま
ま

鋤
き
込
ん
だ
だ
け
で
は
な
か

な
か
腐
熟
が
進
み
ま
せ
ん
。

④
浅
く
耕
運
し
ま
し
ょ
う
。
稲

わ
ら
は
好
気
条
件
で
分
解
が

進
み
ま
す
。
深
く
鋤
き
込
ま

ず
、
地
表
5
～
10
㎝
程
度
で

土
と
よ
く
混
和
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
冬
期
間
の
灌
水
も
腐

熟
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
排

水
の
悪
い
水
田
の
場
合
は
、

鋤
き
込
む
際
、
排
水
溝
を
作

る
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

目
わ
ら
の
栄
養
成
分

稲
わ
ら
に
は
、
た
く
さ
ん
の

栄
養
が
残
っ
て
お
り
、
貴
重
な

土
づ
く
り
資
材
で
す
。(

表
1)

稲
表１ コシヒカリの部
位別成分含量(Kg/10a)

わ
ら
分
解
以
外
の

石
灰
窒
素
の
効
果

石
灰
窒
素
は
、
稲
わ
ら
の
腐

熟
促
進
に
有
効
で
す
が
、
そ
れ

以
外
に
も
様
々
な
副
次
的
効
果

が
あ
り
ま
す
。

１
．
雑
草
・
害
虫
防
除

水
稲
に
お
い
て
、
ノ
ビ
エ

の
休
眠
覚
醒
、
一
年
生
雑
草
、

ユ
リ
ミ
ミ
ズ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
に
農
薬

登
録
が
あ
り
ま
す
。(

Ｒ
5
年

8
月
現
在)

ご
使
用
前
に
最
新
の
登

録
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
．
土
壌
の
㏗
調
整

石
灰
窒
素
に
は
石
灰
分
が

含
ま
れ
、
土
の
㏗
矯
正
が
で

き
ま
す
。
但
し
、
㏗
の
高
い

圃
場
で
は
、
施
用
量
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

３
．
養
分
供
給

緩
効
性
の
窒
素
質
肥
料
と

し
て
、
植
物
の
栄
養
に
な
り

ま
す
。
ま
た

カ
ル
シ
ウ
ム

の
補
給
に

も
な
り
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！

稲

鋤

写真：ワキが発生した圃場写真：還元状態が根に与える影響

根腐れを引き起こす
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稲の生育抑制
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稲
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リン酸 2.6 1.42

加里 2.91 12.43

石灰 0.07 3.83

苦土 0.16 1.21

ケイ酸 － 107.21

成
分
量

　　 　成分量

部位

生産量

図1：稲わら鋤き込み継続による増収効果

山形県農業試験場



稲わら分解資材の効果～おすすめ資材のご紹介～
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石灰窒素

わら分解資材

窒素の効果 石灰の効果

稲わらはC/N比が高く分解しにくい資材です。
石灰窒素により窒素が供給され、炭素率が下
がることで、分解されやすくなります。

炭素率70 炭素率30

石灰は土壌を微生物の好きな弱酸性～
中性にします。また、アルカリの効果
で繊維がほぐれやすくなります。

●微生物への効果
微生物はアンモニア態窒素が大好物！
石灰窒素は土壌中でアンモニア態窒素の残存期間が
長いため、稲わらをよく分解し、地力を増進します。

■施用量：20Kg/10a（約500Kg稲わら）
■施用時期：稲刈り後、気温が高いうちに施用
■施用方法：石灰窒素散布後、5～10㎝程の浅めに鋤き込む

※春先まで窒素成分が残ります。基肥の量を調節して下さい。
（目安：1Kg/10ａ程度減肥）

ワラ分解キング 10Kg根友G 20Kgアグリ革命 2Kg

施用量：2Kg/10a
(アクア:100ml/10a)

形状：細粒
(動力散布機で散布可能)

特徴：酵素の働きで稲わら
を分解
土壌の影響を受け
にくく速効性

※春施用の場合は入水１か月前まで

施用量：20~40Kg/10a

形状：顆粒状
(動力散布機で散布可能）

特徴：総合堆肥菌41種配合

施用量：10Kg/10a

形状：顆粒状
(動力散布機で散布可能)

特徴：ワックス分解菌と
セルロース分解菌の
働きで腐熟促進

※春施用の場合は代掻き45日前まで
に鋤き込み

【使い方】
■施用時期：稲刈り後、気温が高いうちに施用 秋の作業が基本です！
■施用方法：散布後、5～10㎝程の浅めに鋤き込む

0℃でもしっかり働く分解酵素!
低温地域でおすすめです。

石灰窒素を施用することで腐熟具合に大きな違いがでます！

約30日程、腐熟が早まります。

490mL 15.0g 430mL 10.9g 180mL 8.7g

試験前 無施用区 石灰窒素区【使い方】

酵素 微生物 微生物微生物

なぜ、石灰窒素は稲わらを腐熟させるのか？？

液体タイプ
のアクア
除草剤との
混合も可※

※一部、混合できない除草剤もあり


